
2017年

1月5日（木）

1月7日（土）

1月12日（木）

1月14日（土）

1月17日（火）

1月18日（水）

1月28日（土）

3月25日（土）

授業再開

授業予備日

月曜日の授業実施

センター入試～1月15日（日）

授業予備日　本年度授業終了

後期試験～1月28日（土）

試験予備日

＜学位記授与式＞

　

平
成
28
年
2
月
20
日（
土
）午
前

10
時
30
分
よ
り
5
1
1
講
義
室
に
て

「
平
成
27
年
度
甲
南
大
学
父
母
の
会

課
外
活
動
表
彰
式（
第
22
回
金
甲
賞

表
彰
）・
同
窓
会
課
外
活
動
表
彰
式
、

お
よ
び
体
育
会
祝
勝
会
・
文

化
会
顕
彰
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
課
外
活
動
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、大

学
の
名
誉
と
課
外
活
動
の
発

展
に
寄
与
し
た
団
体
や
個
人

に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　

第
一
部
は
、秋
宗
学
生
部

長
、長
坂
学
長
、坂
本
父
母
の

会
会
長
、山
本
同
窓
会
副
幹

事
長
の
挨
拶
の
後
、表
彰
式

を
開
催
。金
甲
賞
受
賞
者
・
団

体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
賞
金

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

金
甲
賞
に
つ
ぐ
活
躍
を
し
た

招
待
団
体
を
特
別
表
彰
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
５
号
館
１
階
カ
フ
ェ
パ
ン

セ
で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
食
事
を
楽
し

み
な
が
ら
受
賞
の
喜
び
を
語
り
合
い

ま
し
た
。

設
備
備
品
関
係
の
援
助

平
成
27
年
度
に
お
け
る

主
な
援
助
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
治
会
中
央
委
員
会

ソ
フ
ァ
購
入

1

美
術
部

イ
ー
ゼ
ル
、暗
幕
購
入

9

文
化
会
常
任
委
員
会

新
歓
祭
ス
テ
ー
ジ
設
営
、解
体
費

2

学
生
部

貸
出
用
遊
具
、自
転
車
、パ
ソ
コ
ン
等
購
入
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
人
形「
な
ん
ぼ
ー
君
」製
作
費

3

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

金
属
バ
ッ
ト
購
入

4

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
購
入

5

柔
道
部

名
札
板
購
入

6

日
本
拳
法
部

パ
ン
チ
ネ
ッ
ト
、防
具
袋
購
入

7

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

山
小
屋
管
理
光
熱
費
、備
品
購
入

8

平
成
28
年
5
月
28
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

の
ご
案
内

定平成28年
度
、父
母
の
会
定
例
総
会
を
左
記
の
と
お
り
、開
催
い
た
し
ま
す
。

万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

●  

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

●  

平
成
28
年
度
役
員
改
選
に
つ
い
て

●  

平
成
28
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

●  

そ
の
他

JR神戸線「摂津本山駅」下車、または阪急神戸線「岡本駅」下車、北西へ徒歩約10分
※駐車場の設備はございませんので、車でのご来場につきましては、ご配慮のほどお願い申し上げます。
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No.���
学園だより

金
甲
賞
決
定

金
甲
賞

第
22
回

2016年行事予定
前 期
2016年

対
象
と
な
る
語
学
検
定
試
験

T
O
E
F
L
、T
O
E
I
C
、ド

イ
ツ
語
・フ
ラ
ン
ス
語
・
中
国
語
・ハ

ン
グ
ル
語
検
定
試
験
等

申
請
手
続
き

申
請
回
数

一
年
度
内
ひ
と
り
二
回
ま
で

補
助
金
額

3
0
0
0
円
を
限
度
に
受
検
料
の

半
額
を
補
助

各
種
語
学
検
定
試
験
の

受
験
料
補
助
に
つ
い
て

本
学
部
生
が
、各
種
語
学
検
定

試
験
を
受
検
す
る
場
合
、父
母

の
会
か
ら
受
験
料
の
補
助
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奨
学
金

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、修
学
が
困

難
な
学
生
に
対
し
て
、学
資
を
給
付
し

て
い
ま
す
。

課
外
活
動
障
害
見
舞
金

　

課
外
活
動
団
体
に
所
属
す
る
学
生

が
、課
外
活
動
中
に
不
慮
の
事
故
に
よ
っ

て
身
体
に
障
害
を
受
け
た
場
合
、個
人

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

課
外
活
動
を
円
滑
に
行
わ
せ
る
た
め
に
、

見
舞
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

災
害
弔
慰
金

　

本
会
会
員
で
あ
る
父
母
お
よ
び
在

学
生
が
、風
水
害
な
ど
非
常
災
害
に
よ

り
住
居
ま
た
は
、家
財
に
大
き
な
損
害

を
受
け
た
と
き
は
災
害
見
舞
金
を
、死

亡
し
た
と
き
は
ご
香
料
ま
た
は
供
花
を

お
く
っ
て
、弔
意
見
舞
の
意
を
表
し
て

い
ま
す
。

会
報
の
発
行

　

大
学
と
会
員
と
の
連
絡
を
密
に
す

る
た
め
に
、会
報「
学
園
だ
よ
り
」を
年

2
回（
5
、10
月
）発
行
し
て
い
ま
す
。

会
報
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な

ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

甲
南
大
学
生
活
協
同
組
合
に

対
す
る
援
助

　

学
生
・
教
職
員
の
福
利
厚
生
に
資
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
甲
南
大
学
生

活
協
同
組
合
が
、健
全
に
維
持
運
営
さ

れ
る
た
め
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
研
究
部

車
両
模
型
購
入

10

北校舎

西校舎
本校舎

阪急岡本駅

ＪＲ摂津本山駅

山手幹線

阪急神戸線

天上川

至三宮

至三ノ宮

至梅田

至大阪

講堂兼
体育館

正門

卍

ＪＲ神戸線

N

8号館（1階811講義室）にて

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

金
甲
賞

体
育
会

弓
道
部

金
甲
賞

経
営
学
部

金
甲
賞

・
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会

男
子
団
体　

5
位

・
関
西
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

5
位

・
住
吉
大
社
全
国
弓
道
大
会

優
勝

・
全
国
大
学
弓
道
選
抜
大
会

準
優
勝

・
関
西
学
生
一
部
リ
ー
グ

優
勝

体
育
会

ラ
イ
フ
ル
射
撃
部

金
甲
賞

●
町
田
健
太
郎

・
全
日
本
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会　

第
3
位

●
渕
上
靖
貴

・
2
0
1
5
年
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

男
子
66
㎏
級　

7
位

・
2
0
1
5
年
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

種
目
別
ス
ク
ワ
ッ
ト　

5
位

体
育
会

陸
上
競
技
部（
女
子
）
金
甲
賞

・
天
皇
賜
杯　

第
84
回
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会

女
子
4
×
4
0
0
m
リ
レ
ー

第
2
位

・
第
99
回
日
本
陸
上
選
手
権
大
会

リ
レ
ー
競
技
女
子

4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー  

第
3
位

以
下
の
と
お
り

優
秀
な
成
績
を
収
め

本
学
の
名
誉
を
高
め
ま
し
た
。

4月1日（金）

4月6日（水）

4月21日（木）

4月30日（土）

5月7日（土）

5月21日（土）

6月4日（土）

7月2日（土）

7月9日（土）

7月16日（土）

7月19日（火）

7月20日（水）

7月30日（土）

7月31日（日）

＜入学宣誓式＞

本年度授業開始

学園創立記念日（授業実施）

金曜日の授業実施

木曜日の授業実施

火曜日の授業実施

水曜日の授業実施

月曜日の授業実施

火曜日の授業実施

授業予備日

前期授業終了

前期試験～7月30日（土）

試験予備日

夏期休業～9月19日（月）

後 期
9月17日（土）

9月20日（火）

9月24日（土）

10月15日（土）

11月5日（土）

11月18日（金）

11月26日（土）

12月24日（土）

12月25日（日）

＜前期末学位記授与式＞

後期授業開始

木曜日の授業実施

月曜日の授業実施

木曜日の授業実施

大学祭（予定）～11月20日（日）　授業は実施しない

水曜日の授業実施

金曜日の授業実施　年内授業一旦終了

冬期休業～2017年1月4日（水）

補
助
希
望
者（
本
学
学
部
生
）は
、

受
検
後
、所
定
の
申
請
書（
※
）に

合
否
判
定
ま
た
は
ス
コ
ア
表
の
コ

ピ
ー
と
受
検
料
の
領
収
書
を
添
付

し
3
号
館
1
階
に
あ
る
父
母
の
会

事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書（「
学
部
生
語
学
検
定

試
験
受
検
料
補
助
支
給
願
」）の

用
紙
は
3
号
館
1
階
の
父
母
の
会

ま
で
取
り
に
来
る
か
、大
学
学
生
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
父
母
の
会
支
援
」

に
載
っ
て
い
る
申
請
用
紙
を
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

申
請
は
そ
の
年
度
内（
4
/
1
〜

3
/
31
）に
限
り
ま
す
。た
だ
し
、

3
月
に
受
検
す
る
場
合
は
申
請
書

に
領
収
書
の
み
を
添
付
し
、3
月

31
日
ま
で
に
提
出
し
、後
日
ス
コ
ア

表
が
届
き
次
第
そ
の
コ
ピ
ー
を
父

母
の
会
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

���



て
い
ま
す
。「
課
外
活
動
へ
の
援
助
・
学

生
支
援
」と
し
て
は
、課
外
活
動
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
、大
学
の
名
誉
を
高

め
た
団
体・個
人
に
対
し
て「
金
甲
賞
」

と
し
て
表
彰
し
て
ま
す
。ま
た
、学
生

自
ら
が
企
画
し
、主
体
的
に
取
り
組
む

研
究
に
対
し
、上
限
５０
万
円
ま
で
を
援

助
す
る「
父
母
の
会・学
生
Ｇ
Ｐ
」と
い

う
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

奨
学
金
制
度
、大
学
祭
な
ど
学
生
行

事
へ
の
援
助
、課
外
活
動
で
ケ
ガ
を
し

た
場
合
に
見
舞
金
の
支
給
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、３
年
後
の
２
０
１
９
年
、甲

南
学
園
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。こ
れ
に
向
け
て
、１
億
円
の
寄

付
を
目
的
に
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、子

供
達
が
甲
南
大
学
で
の
４
年
間
を
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、ご
父
母
に
な

り
か
わ
っ
て
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。卒
業
時
に
は
、「
甲
南
大
学
に

行
っ
て
よ
か
っ
た
」と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
は
、父
母
の
会
の
新
し

い
会
員
と
し
て
、会
の
活
動
に
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

88
％
よ
り
も
か
な
り
高
い
水
準
で
す
。

　

甲
南
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に

は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
有
資
格

者
４
人
の
ほ
か
、各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

職
員
が
い
る
な
ど
、充
実
し
た
体
制
で

学
生
た
ち
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。東
京
に
は
、首
都
圏
で
就
職

活
動
を
す
る
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
所
も
あ
り
ま
す
。 

一
人
ひ
と
り
の
学
生
と
し
っ
か
り
と
向

き
合
い
、支
援
を
し
て
い
く
の
が
当

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
採
用
活
動
の
時
期
が

後
ろ
に
ず
れ
た
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
以

上
に
、大
学
で
何
を
学
ん
だ
の
か
が
採

用
に
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。勉
学
も
怠
ら
な
い
よ
う
お
子

様
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

今
、就
職
を
と
り
ま
く
環
境
変
化

が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。終
身
雇
用

が
終
焉
し
、大
企
業
だ
か
ら
安
泰
と

い
う
認
識
も
通
用
し
な
い
時
代
で

す
。親
世
代
の
就
職
活
動
の
経
験
は

あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。　

そ
ん
な
中
で
就
職
活
動
に

取
り
組
む
に
は
、「
こ
ん
な
進
路
を
歩

み
た
い
」と
い
う
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
ブ

レ
ず
に
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、多
く
の
企
業
の
採
用
担
当

者
に
ど
の
よ
う
な
学
生
を
希
望
す
る

か
を
尋
ね
る
と
、「
元
気
で
明
る
い
学

生
」「
ま
じ
め
な
学
生
」な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。総
じ

て
、企
業
が
求
め
て
い
る
の
は
決
し
て

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、「
人
間
と
し

て一人
前
」で
あ
る
人
物
を
希
望
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
は
今

も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。ご
家
庭
で

も
、時
間
や
約
束
を
守
る
、あ
い
さ
つ

を
す
る
な
ど
、基
本
的
な
生
活
習
慣

が
身
に
付
い
て
い
る
か
を
注
意
し
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、子
供
扱
い
す
る
だ
け
で
な

く
、最
終
的
な
進
路
に
つ
い
て
は
お
子

様
自
身
の
決
断
を
促
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。企
業
も
自
立
し
た

人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。同
時
に
、自

分
で
決
め
た
進
路
で
あ
る
と
い
う
思

い
が
、社
会
で
の
や
り
が
い
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

●
大
学
の
学
修
に
つ
い
て

　

大
学
で
の
学
修
に
つ
い
て
、２
点
、お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
は
、学
修
習
慣
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。大
学

生
活
は
自
由
で
す
が
、そ
の
裏
側
に
は

責
任
も
つ
い
て
ま
わ
り
ま
す
。時
間
割

を
と
っ
て
み
て
も
、学
校
が
決
め
た
も
の

に
従
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
高
校
ま
で
と

は
違
い
、大
学
で
は
何
を
学
ぶ
か
を
含

め
て
自
分
で
時
間
割
を
組
み
立
て
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ご
父
兄
の
皆

様
に
は
、お
子
様
の
つ
く
っ
た
時
間
割
の

チ
ェッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。学
生
生

活
の
状
況
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
の
と

同
時
に
、今
、大
学
で
ど
の
よ
う
な
科

目
が
展
開
し
て
い
る
の
か
も
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

近
年
の
学
生
の
出
席
率
は
非
常
に

い
い
の
で
す
が
、な
か
に
は
授
業
に
出
席

せ
ず
、４
年
で
卒
業
で
き
な
い
学
生
も

で
て
き
ま
す
。そ
う
し
た
学
生
の
大
半

は
、学
生
生
活
の
最
初
、１
年
次
で
つ
ま

ず
い
て
い
ま
す
。１
年
次
は
通
常
、ど
の

学
部
で
も
毎
日
、大
学
に
来
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。ご
家
庭
で
も

授
業
に
出
席
し
て
い
る
か
、気
に
か
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

前
期
の
成
績
を
９
月
、後
期
の
成
績
を

３
月
に
ご
父
兄
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

　

本
日
は
、ご
子
息
、ご
令
嬢
の
ご
入

学
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。甲
南

大
学
父
母
の
会
は
、甲
南
大
学
の
教
育

そ
の
も
の
を
後
援
し
、教
育
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、学
生

の
父
母
ま
た
は
保
証
人
に
よ
っ
て
、昭

和
２９
年
に
設
立
さ
れ
た
独
自
の
団
体

で
、今
年
で
６２
年
に
な
り
ま
す
。

　

教
育
施
設
の
拡
充
、学
生
の
福
利
厚

生
並
び
に
課
外
活
動
の
援
助
な
ど
、子

供
達
が
大
学
で
の
４
年
間
に
課
外
活

動
や
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
・
勉
強
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
、あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
を
挙
げ
ま
す
と
、「
教
育

上
必
要
な
施
設・設
備
に
関
す
る
協
力

援
助
」と
し
て
、図
書
館
の
図
書
資
料

拡
充
の
た
め
の
補
助
を
継
続
的
に
行
っ

４
月
１
日（
金
）、入
学
宣
誓
式
終
了

後
、甲
南
大
学
父
母
の
会
新
入
歓

迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
。父
母
の
会

会
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、大
学
の
学

修
や
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
入
会
員

歓
迎
会
の
報
告

甲
南
大
学
父
母
の
会

講演会等の開催
●コンサート

定例総会・委員会の開催
●予算決算審議
●事業計画審議
●役員の選任

学生の課外活動への援助
●各課外活動団体活動用物品購入・
　修理費に対する援助
●遠征費（海外遠征・全国大会出場等）
　に対する援助
●グラウンドの
　整備に対する援助
●金甲賞
　（課外活動表彰）授与

教育上必要な施設・設備
に関する協力援助
●学生用貸出物品の購入
●図書資料拡充のための補助

教育上必要な家庭との連絡
●会報の発行、送付
●会員証の発行、送付

大学行事への援助
●教育懇談会レセプション
　への援助

大学100周年へ向けて
記念事業へ寄付（予定）

学生の福利厚生
●課外活動障害見舞金の支給
●災害弔慰金の支給

その他学生支援
●父母の会・学生GP
●父母の会・支援補助
●語学検定受検料補助
●学会発表に伴う補助
※詳しくはホームページをご覧ください

奨学金制度
●2年次から4年次までの
　21名の学生に対し、
　毎月20,000円を支給

学生行事への援助
●大学祭実施に対する援助
●キャンプ（文化会・体育会）実施に
　対する援助
●文化会表彰賞金に
　対する援助

その他の支援
●大学生活協同組合への援助
●夏期英語講座受講料の補助

甲南大学
父母の会
役員会･委員会
事務局

父
母
の
会
会
長 

坂
本
昌
隆

教
務
部
長 

三
上
和
彦

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長 

北
居　

明

●
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て

　

甲
南
大
学
の
３
月
卒
業
生
の
就
職

内
定
率
は
3
月
25
日
時
点
で
96・7
％

で
す
。こ
の
数
字
は
、全
国
平
均
の

父母の会活動の
早わかり
－ご理解ならびに、ご協力、ご参加をよろしくお願いします－

父母の会主催クリスマスコンサートの様子

学
修
成
果
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

２
点
目
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
、大

学
で
学
ぶ
意
味
を
も
う
一
度
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。ほ
と

ん
ど
の
学
生
に
と
っ
て
、大
学
は
最
後
の

学
校
に
な
り
ま
す
。卒
業
し
て
社
会
に

出
れ
ば
、教
師
も
い
な
け
れ
ば
テ
キ
ス

ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
な
か
で
、自

分
で
考
え
て
、判
断・行
動
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。社
会
で
必
要
と

な
る
、考
え
る
力
を
養
う
最
後
の
機
会

が
大
学
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
大
学
で
身
近
に
い
る
教
員
は
、

教
育
者
で
あ
り
、研
究
者
で
も
あ
り

ま
す
。研
究
者
は
、わ
か
ら
な
い
こ
と
、

未
知
な
る
こ
と
に
対
し
て
、解
答
を
得

よ
う
と
考
え
、ア
プ
ロ
ー
チ
し
続
け
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
研
究
者
の
姿
か
ら
、

考
え
る
力
を
学
び
、身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
活
は
ク
ラ
ブ
活
動
や
バ
イ
ト

な
ど
忙
し
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、学
修

時
間
も
し
っ
か
り
確
保
し
て
、教
育
機

関
で
あ
り
研
究
機
関
で
も
あ
る
大
学

の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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て
い
ま
す
。「
課
外
活
動
へ
の
援
助
・
学

生
支
援
」と
し
て
は
、課
外
活
動
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
、大
学
の
名
誉
を
高

め
た
団
体・個
人
に
対
し
て「
金
甲
賞
」

と
し
て
表
彰
し
て
ま
す
。ま
た
、学
生

自
ら
が
企
画
し
、主
体
的
に
取
り
組
む

研
究
に
対
し
、上
限
５０
万
円
ま
で
を
援

助
す
る「
父
母
の
会・学
生
Ｇ
Ｐ
」と
い

う
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

奨
学
金
制
度
、大
学
祭
な
ど
学
生
行

事
へ
の
援
助
、課
外
活
動
で
ケ
ガ
を
し

た
場
合
に
見
舞
金
の
支
給
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、３
年
後
の
２
０
１
９
年
、甲

南
学
園
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。こ
れ
に
向
け
て
、１
億
円
の
寄

付
を
目
的
に
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、子

供
達
が
甲
南
大
学
で
の
４
年
間
を
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、ご
父
母
に
な

り
か
わ
っ
て
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。卒
業
時
に
は
、「
甲
南
大
学
に

行
っ
て
よ
か
っ
た
」と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
は
、父
母
の
会
の
新
し

い
会
員
と
し
て
、会
の
活
動
に
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

88
％
よ
り
も
か
な
り
高
い
水
準
で
す
。

　

甲
南
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に

は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
有
資
格

者
４
人
の
ほ
か
、各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

職
員
が
い
る
な
ど
、充
実
し
た
体
制
で

学
生
た
ち
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。東
京
に
は
、首
都
圏
で
就
職

活
動
を
す
る
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
所
も
あ
り
ま
す
。 

一
人
ひ
と
り
の
学
生
と
し
っ
か
り
と
向

き
合
い
、支
援
を
し
て
い
く
の
が
当

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
採
用
活
動
の
時
期
が

後
ろ
に
ず
れ
た
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
以

上
に
、大
学
で
何
を
学
ん
だ
の
か
が
採

用
に
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。勉
学
も
怠
ら
な
い
よ
う
お
子

様
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

今
、就
職
を
と
り
ま
く
環
境
変
化

が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。終
身
雇
用

が
終
焉
し
、大
企
業
だ
か
ら
安
泰
と

い
う
認
識
も
通
用
し
な
い
時
代
で

す
。親
世
代
の
就
職
活
動
の
経
験
は

あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。　

そ
ん
な
中
で
就
職
活
動
に

取
り
組
む
に
は
、「
こ
ん
な
進
路
を
歩

み
た
い
」と
い
う
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
ブ

レ
ず
に
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、多
く
の
企
業
の
採
用
担
当

者
に
ど
の
よ
う
な
学
生
を
希
望
す
る

か
を
尋
ね
る
と
、「
元
気
で
明
る
い
学

生
」「
ま
じ
め
な
学
生
」な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。総
じ

て
、企
業
が
求
め
て
い
る
の
は
決
し
て

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、「
人
間
と
し

て一人
前
」で
あ
る
人
物
を
希
望
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
は
今

も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。ご
家
庭
で

も
、時
間
や
約
束
を
守
る
、あ
い
さ
つ

を
す
る
な
ど
、基
本
的
な
生
活
習
慣

が
身
に
付
い
て
い
る
か
を
注
意
し
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、子
供
扱
い
す
る
だ
け
で
な

く
、最
終
的
な
進
路
に
つ
い
て
は
お
子

様
自
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決
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促
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。企
業
も
自
立
し
た
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を
求
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て
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ま
す
。同
時
に
、自

分
で
決
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進
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で
あ
る
と
い
う
思

い
が
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会
で
の
や
り
が
い
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
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教育上必要な家庭との連絡
●会報の発行、送付
●会員証の発行、送付

大学行事への援助
●教育懇談会レセプション
　への援助

大学100周年へ向けて
記念事業へ寄付（予定）

学生の福利厚生
●課外活動障害見舞金の支給
●災害弔慰金の支給

その他学生支援
●父母の会・学生GP
●父母の会・支援補助
●語学検定受検料補助
●学会発表に伴う補助
※詳しくはホームページをご覧ください

奨学金制度
●2年次から4年次までの
　21名の学生に対し、
　毎月20,000円を支給

学生行事への援助
●大学祭実施に対する援助
●キャンプ（文化会・体育会）実施に
　対する援助
●文化会表彰賞金に
　対する援助

その他の支援
●大学生活協同組合への援助
●夏期英語講座受講料の補助

甲南大学
父母の会
役員会･委員会
事務局

父
母
の
会
会
長 

坂
本
昌
隆

教
務
部
長 

三
上
和
彦

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長 

北
居　

明

●
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て

　

甲
南
大
学
の
３
月
卒
業
生
の
就
職

内
定
率
は
3
月
25
日
時
点
で
96・7
％

で
す
。こ
の
数
字
は
、全
国
平
均
の

父母の会活動の
早わかり
－ご理解ならびに、ご協力、ご参加をよろしくお願いします－

父母の会主催クリスマスコンサートの様子

学
修
成
果
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

２
点
目
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
、大

学
で
学
ぶ
意
味
を
も
う
一
度
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。ほ
と

ん
ど
の
学
生
に
と
っ
て
、大
学
は
最
後
の

学
校
に
な
り
ま
す
。卒
業
し
て
社
会
に

出
れ
ば
、教
師
も
い
な
け
れ
ば
テ
キ
ス

ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
な
か
で
、自

分
で
考
え
て
、判
断・行
動
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。社
会
で
必
要
と

な
る
、考
え
る
力
を
養
う
最
後
の
機
会

が
大
学
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
大
学
で
身
近
に
い
る
教
員
は
、

教
育
者
で
あ
り
、研
究
者
で
も
あ
り

ま
す
。研
究
者
は
、わ
か
ら
な
い
こ
と
、

未
知
な
る
こ
と
に
対
し
て
、解
答
を
得

よ
う
と
考
え
、ア
プ
ロ
ー
チ
し
続
け
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
研
究
者
の
姿
か
ら
、

考
え
る
力
を
学
び
、身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
活
は
ク
ラ
ブ
活
動
や
バ
イ
ト

な
ど
忙
し
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、学
修

時
間
も
し
っ
か
り
確
保
し
て
、教
育
機

関
で
あ
り
研
究
機
関
で
も
あ
る
大
学

の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

��� ���



2017年

1月5日（木）

1月7日（土）

1月12日（木）

1月14日（土）

1月17日（火）

1月18日（水）

1月28日（土）

3月25日（土）

授業再開

授業予備日

月曜日の授業実施

センター入試～1月15日（日）

授業予備日　本年度授業終了

後期試験～1月28日（土）

試験予備日

＜学位記授与式＞

　

平
成
28
年
2
月
20
日（
土
）午
前

10
時
30
分
よ
り
5
1
1
講
義
室
に
て

「
平
成
27
年
度
甲
南
大
学
父
母
の
会

課
外
活
動
表
彰
式（
第
22
回
金
甲
賞

表
彰
）・
同
窓
会
課
外
活
動
表
彰
式
、

お
よ
び
体
育
会
祝
勝
会
・
文

化
会
顕
彰
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
課
外
活
動
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、大

学
の
名
誉
と
課
外
活
動
の
発

展
に
寄
与
し
た
団
体
や
個
人

に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　

第
一
部
は
、秋
宗
学
生
部

長
、長
坂
学
長
、坂
本
父
母
の

会
会
長
、山
本
同
窓
会
副
幹

事
長
の
挨
拶
の
後
、表
彰
式

を
開
催
。金
甲
賞
受
賞
者
・
団

体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
賞
金

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

金
甲
賞
に
つ
ぐ
活
躍
を
し
た

招
待
団
体
を
特
別
表
彰
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
５
号
館
１
階
カ
フ
ェ
パ
ン

セ
で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
食
事
を
楽
し

み
な
が
ら
受
賞
の
喜
び
を
語
り
合
い

ま
し
た
。

設
備
備
品
関
係
の
援
助

平
成
27
年
度
に
お
け
る

主
な
援
助
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
治
会
中
央
委
員
会

ソ
フ
ァ
購
入

1

美
術
部

イ
ー
ゼ
ル
、暗
幕
購
入

9

文
化
会
常
任
委
員
会

新
歓
祭
ス
テ
ー
ジ
設
営
、解
体
費

2

学
生
部

貸
出
用
遊
具
、自
転
車
、パ
ソ
コ
ン
等
購
入
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
人
形「
な
ん
ぼ
ー
君
」製
作
費

3

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

金
属
バ
ッ
ト
購
入

4

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
購
入

5

柔
道
部

名
札
板
購
入

6

日
本
拳
法
部

パ
ン
チ
ネ
ッ
ト
、防
具
袋
購
入

7

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

山
小
屋
管
理
光
熱
費
、備
品
購
入

8

平
成
28
年
5
月
28
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

の
ご
案
内

定平成28年
度
、父
母
の
会
定
例
総
会
を
左
記
の
と
お
り
、開
催
い
た
し
ま
す
。

万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

●  

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

●  

平
成
28
年
度
役
員
改
選
に
つ
い
て

●  

平
成
28
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

●  

そ
の
他

JR神戸線「摂津本山駅」下車、または阪急神戸線「岡本駅」下車、北西へ徒歩約10分
※駐車場の設備はございませんので、車でのご来場につきましては、ご配慮のほどお願い申し上げます。
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No.���
学園だより

金
甲
賞
決
定

金
甲
賞

第
22
回

2016年行事予定
前 期
2016年

対
象
と
な
る
語
学
検
定
試
験

T
O
E
F
L
、T
O
E
I
C
、ド

イ
ツ
語
・フ
ラ
ン
ス
語
・
中
国
語
・ハ

ン
グ
ル
語
検
定
試
験
等

申
請
手
続
き

申
請
回
数

一
年
度
内
ひ
と
り
二
回
ま
で

補
助
金
額

3
0
0
0
円
を
限
度
に
受
検
料
の

半
額
を
補
助

各
種
語
学
検
定
試
験
の

受
験
料
補
助
に
つ
い
て

本
学
部
生
が
、各
種
語
学
検
定

試
験
を
受
検
す
る
場
合
、父
母

の
会
か
ら
受
験
料
の
補
助
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奨
学
金

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、修
学
が
困

難
な
学
生
に
対
し
て
、学
資
を
給
付
し

て
い
ま
す
。

課
外
活
動
障
害
見
舞
金

　

課
外
活
動
団
体
に
所
属
す
る
学
生

が
、課
外
活
動
中
に
不
慮
の
事
故
に
よ
っ

て
身
体
に
障
害
を
受
け
た
場
合
、個
人

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

課
外
活
動
を
円
滑
に
行
わ
せ
る
た
め
に
、

見
舞
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

災
害
弔
慰
金

　

本
会
会
員
で
あ
る
父
母
お
よ
び
在

学
生
が
、風
水
害
な
ど
非
常
災
害
に
よ

り
住
居
ま
た
は
、家
財
に
大
き
な
損
害

を
受
け
た
と
き
は
災
害
見
舞
金
を
、死

亡
し
た
と
き
は
ご
香
料
ま
た
は
供
花
を

お
く
っ
て
、弔
意
見
舞
の
意
を
表
し
て

い
ま
す
。

会
報
の
発
行

　

大
学
と
会
員
と
の
連
絡
を
密
に
す

る
た
め
に
、会
報「
学
園
だ
よ
り
」を
年

2
回（
5
、10
月
）発
行
し
て
い
ま
す
。

会
報
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な

ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

甲
南
大
学
生
活
協
同
組
合
に

対
す
る
援
助

　

学
生
・
教
職
員
の
福
利
厚
生
に
資
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
甲
南
大
学
生

活
協
同
組
合
が
、健
全
に
維
持
運
営
さ

れ
る
た
め
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
研
究
部

車
両
模
型
購
入

10

北校舎

西校舎
本校舎

阪急岡本駅

ＪＲ摂津本山駅

山手幹線

阪急神戸線

天上川

至三宮

至三ノ宮

至梅田

至大阪

講堂兼
体育館

正門

卍

ＪＲ神戸線

N

8号館（1階811講義室）にて

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

金
甲
賞

体
育
会

弓
道
部

金
甲
賞

経
営
学
部

金
甲
賞

・
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会

男
子
団
体　

5
位

・
関
西
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

5
位

・
住
吉
大
社
全
国
弓
道
大
会

優
勝

・
全
国
大
学
弓
道
選
抜
大
会

準
優
勝

・
関
西
学
生
一
部
リ
ー
グ

優
勝

体
育
会

ラ
イ
フ
ル
射
撃
部

金
甲
賞

●
町
田
健
太
郎

・
全
日
本
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選

手
権
大
会　

第
3
位

●
渕
上
靖
貴

・
2
0
1
5
年
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

男
子
66
㎏
級　

7
位

・
2
0
1
5
年
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

種
目
別
ス
ク
ワ
ッ
ト　

5
位

体
育
会

陸
上
競
技
部（
女
子
）
金
甲
賞

・
天
皇
賜
杯　

第
84
回
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会

女
子
4
×
4
0
0
m
リ
レ
ー

第
2
位

・
第
99
回
日
本
陸
上
選
手
権
大
会

リ
レ
ー
競
技
女
子

4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー  

第
3
位

以
下
の
と
お
り

優
秀
な
成
績
を
収
め

本
学
の
名
誉
を
高
め
ま
し
た
。

4月1日（金）

4月6日（水）

4月21日（木）

4月30日（土）

5月7日（土）

5月21日（土）

6月4日（土）

7月2日（土）

7月9日（土）

7月16日（土）

7月19日（火）

7月20日（水）

7月30日（土）

7月31日（日）

＜入学宣誓式＞

本年度授業開始

学園創立記念日（授業実施）

金曜日の授業実施

木曜日の授業実施

火曜日の授業実施

水曜日の授業実施

月曜日の授業実施

火曜日の授業実施

授業予備日

前期授業終了

前期試験～7月30日（土）

試験予備日

夏期休業～9月19日（月）

後 期
9月17日（土）

9月20日（火）

9月24日（土）

10月15日（土）

11月5日（土）

11月18日（金）

11月26日（土）

12月24日（土）

12月25日（日）

＜前期末学位記授与式＞

後期授業開始

木曜日の授業実施

月曜日の授業実施

木曜日の授業実施

大学祭（予定）～11月20日（日）　授業は実施しない

水曜日の授業実施

金曜日の授業実施　年内授業一旦終了

冬期休業～2017年1月4日（水）

補
助
希
望
者（
本
学
学
部
生
）は
、

受
検
後
、所
定
の
申
請
書（
※
）に

合
否
判
定
ま
た
は
ス
コ
ア
表
の
コ

ピ
ー
と
受
検
料
の
領
収
書
を
添
付

し
3
号
館
1
階
に
あ
る
父
母
の
会

事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書（「
学
部
生
語
学
検
定

試
験
受
検
料
補
助
支
給
願
」）の

用
紙
は
3
号
館
1
階
の
父
母
の
会

ま
で
取
り
に
来
る
か
、大
学
学
生
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
父
母
の
会
支
援
」

に
載
っ
て
い
る
申
請
用
紙
を
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

申
請
は
そ
の
年
度
内（
4
/
1
〜

3
/
31
）に
限
り
ま
す
。た
だ
し
、

3
月
に
受
検
す
る
場
合
は
申
請
書

に
領
収
書
の
み
を
添
付
し
、3
月

31
日
ま
で
に
提
出
し
、後
日
ス
コ
ア

表
が
届
き
次
第
そ
の
コ
ピ
ー
を
父

母
の
会
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
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